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「
戦
う
平
和
論
者
」
具
島
兼
三
郎
先
生
を
偲
ん
で

石

川

捷

治

九
州
大
学
名
誉
教
授
具
島
兼
三
郎

(ぐ
し
ま

か
ね
さ
ぶ
ろ
う
)
先
生
は
、
二
〇
〇
四
年

(平
成

一
六
年
)

=

月

一
二
日
、
九
九
歳
の

天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。
先
生
は
戦
前

・
戦
後
を
通
じ
て
、
政
治
学
者
と
し
て
反
戦
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
民
主
主
義
の
た
め
に
飽
く
な
き
実

践
を
続
け
ら
れ
た

「戦
う
平
和
論
者
」

(
一
九
四
八
年
、
大
雅
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
書
名

後
掲

「業
績
」
参
照

)
で
あ

っ
た
。

一
九
〇
五
年

(明
治
三
八
年
)
福
岡
に
生
ま
れ
た
先
生
は
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
な
か
、
何

の
た
め
に
学
問
を
す
る
の
か
を
自
ら
厳

し
く
問
う
青
年
時
代
を
す
ご
さ
れ
た
。
親
代
わ
り
で
あ
り
福
岡
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
廃
娼
運
動

の
先
頭
に

立
た
れ
て
い
た
溝

口
敏
子
病
院
長
夫
人
か
ら

「人

の
病
気
を
み
る
医
者
で
は
な
く
、
社
会
や
国
家

の
病
気
を
治
す
医
者

に
」
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
う
け
、
旧
制
第
五
高
等
学
校
理
科
よ
り
当
時
新
設
さ
れ
た
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部

へ
と
方
向
転
換
さ
れ
た
。
折
り
か
ら
フ
ァ

シ
ズ
ム

へ
の
道
を
突
き
進
み

つ
つ
あ

っ
た
日
本
。
そ
の
国
家
・社
会

の

「病
気
」

に
社
会
科
学
の
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と

に
な
る
。
先
生
は
、

二
八
年

(昭
和
三
年
)
卒
業

(第

一
回
生
)
と
同
時

に
九
大
助
手
に
就
任
さ
れ
る
が
、
卒
業
前
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究

に
着
手
さ
れ
て
い

た
。
三

一
年
同
志
社
大
学
法
学
部
に
転
じ
ら
れ
る
が
、
『
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
国
家
論
』
(三
三
年
)
、
『
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
独
裁

と
労
働
統
制

-

協

調
組
合

国
家
の
研
究
ー
』

(三
四
年
)
を
は
じ
め
、
論
文
を
含
め
て
十
数
本
を
次

々
に
発
表
し
た
。
そ
れ
ら
は
主
と
し

て
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ

シ
ズ
ム

の
研
究
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
批
判
的
に
検
討
す
る
視
座
と
理
論
を
提
示
す
る
と
い
う
当
時

の
実
践
的
問
題
意

識
に
よ

っ
て
貫
か
れ
て
い
た
。
そ
の
研
究
ゆ
え
、
同
志
社
大
学
を
辞
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
が
、
先
生
の
研
究
は
当
時

の
国
際
的
な
学
会



は
も
と
よ
り
今
日
の
比
較

フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
水
準
か
ら
み
て
も
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
と
く
に
「漸

進
的
な
」
「
フ
ァ
ビ
オ

(持

久
的
な
)
」
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
分
析
を
中
心
と
す
る
研
究
は
、
国
家
構
成
原
理
の
転
換
を
含
む
独
自
の
政
治
形
態

と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

に
関
す
る
国
家
論
的
研
究

の
先
駆
的
開
拓
者
た
る
位
置
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
戦
後
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
具
島
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
意
義
づ
け
は
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
実
は
戦

後
、
具
島
先
生

の
岩
波
新
書

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』

(四
九
年
)
が
あ
ま
り
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
た
め
に
、
専
門
研
究
者

の
間
で
さ
え
、
具

島
フ
ァ
シ
ズ
ム

論
と

い
え
ば
、
こ
の
本

の
研
究
に
凝
集
さ
れ
て

い
る
は
ず
と
の
思

い
込
み
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
先
生
ご
自
身
の
過
去
を
ふ

り
か
え
る
よ
り
も
常
に
前

へ
前

へ
進
む
と
い
う
姿
勢
も
、
戦
前

の
先
生

の
研
究
が
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
要
因
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ

が
最
近
、
若
手
研
究
者
を
中
心
と
し
て
戦
前
の
具
島
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
再
検
討
す
る
動
き
が
始
ま

っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

(そ

の

一
例
と
し
て
、
熊
野
直
樹

「
具
島
フ
ァ
シ
ズ
ム

論
の
再
検
討
」

(『法
政
研
究
』
第
七

一
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
刊
、
所
収
)

が
あ

る
。
)

そ

の
後
、
具
島
先
生
は
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社

(満
鉄
)
調
査
部
に
籍
を
置
き
、
研
究
を
続
け
ら
れ
た
。
満
鉄
時
代
、
「
日
独
伊
三
国

同
盟
」
反
対

の
論
陣
を
張

っ
た
た
め
、
四
二
年

(昭
和

一
七
年
)
九
月
関
東
軍
憲
兵
隊
に
拘
禁
さ
れ
、
二
年
半
獄
中
生
活
の
辛
酸
を
な
め

つ
く

さ
れ
た
。

戦
後
は
読
売
新
聞
論
説
委
員
と
し
て
健
筆
を
振
る
わ
れ
た
後
、
四
八
年

(昭
和

二
三
年
)
三
月
九
州
大
学
法
学

部
教
授
に
就
任
、
六
九

年

(昭
和
四
四
年
)
三
月
ま
で
本
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。
本
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
の
ち
、
七
四
年

一
〇
月

か
ら
八
〇
年

一
○
月
ま

で
長
崎
大
学
学
長
。
そ
の
後
も
八
五
年

(昭
和
六
〇
年
)
六
月
ま
で
長
崎
総
合
科
学
大
学
平
和
文
化
研
究
所
長
を
務
め
ら
れ
た
。

戦
前
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
に
は
じ
ま
り
、
中
国

・
ソ
連

・
欧
州
を
中
心
と
す
る
国
際
情
勢
分
析
、
戦
後
は
ア
ジ

ア
の
民
族
運
動
、
中
国

革
命
、
現
代
の
植
民
地
主
義
、
安
保
問
題
、
核

・
平
和
問
題
な
ど
、
先
生
は
そ
の
時
期
に
お
け
る
最
も
緊
要
な
課

題
の
研
究
に
全
力
を
傾

け
ら

れ
た
。

具
島
先
生
の
政
治
学

の
特
徴
は
、
ま
ず
第

一
に
、
現
実
と
格
闘
し
常
に
新
し
い
テ
ー
マ
の
研
究

へ
と
前
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し



て
何

の
た
め
に
学
問
を
す
る
の
か
を
自
ら
問

い
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
研
究
に
お
け
る
具
体
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
科
学
的
分
析
と
冷
徹
な
論
理
で
あ
る
。
満
鉄
時
代

の
論
文

「物
資
戦
略
と
外
交

政
策
」

や
主
導
的
に
参
加
さ
れ
た

「支
那
抗
戦
力
調
査
」

に
も
そ
の
特
徴
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
表
層
的
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
方
法
論
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
自
ら
の
研
究
成
果

へ
の
ゆ
る
が
ぬ
確
信

に
つ
な
が

っ
た
。
多
数

の
転
向
者

が
出
る
な
か
、
獄
中

に
お
い
て
も
節
を
通
し
え
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
力
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
は
、
研
究
の
成
果
を
市
民
や
労
働
者

へ
還
元
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
先
生
は
求
め
ら
れ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
足
を
運
ば
れ
た
。

そ
し
て
、
朗
朗
と
し
た
大
き
な
声
と
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
た

「具
島
節
」
で
人
々
を
魅
了
し
た
。
先
生
が
労
を

い
と
わ
ず
人
々
に
語
り

か
け
ら

れ
た
の
は
、
個
人
の
イ
ン
テ
リ
が
い
く
ら
優
れ
た
論
文
を
書

い
て
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争
を
阻
止
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
戦
中
の

体
験
か
ら
、
学
問
と
市
民

・
労
働
者
が
結
び

つ
く
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
社
会
的
な
力
と
な
る
と
の
お
考
え
か
ら
で
あ

っ
た
。

具
島
先
生
は
研
究
室
だ
け
で
な
く
市
民
の
な
か
に
も
積
極
的
に
は
い
ら
れ
た
。
勤
労
者
学
習
運
動
、
原
水
爆
禁
止
運
動
、
平
和
運
動
と

と
も
に
革
新
統

一
運
動

に
お
い
て
も
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
で
あ

っ
た
。
八
三
年

(昭
和
五
八
年
)
福
岡
県
で
遅
咲
き
の
革
新
統

一

(最
後
の

段
階
の

「革
新
自
治
体
」
)
が
実
現
し
た
の
も
先
生
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

具
島
先
生
は
歴
史
の
節
目
々
々
に
お
い
て
、
研
究
を
通
じ
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
迫
害
を
こ
う
む
ら
れ
た
こ
と
も
た
び
た
び

だ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
主
張
の
正
し
さ
は
の
ち
に
歴
史
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
先
生
は
ま
さ
に
日
本
現
代
史
の
証
人

と
い
え

よ
う
。
市
民
に
傍
観
者
で
は
な
く
、
歴
史

の
主
体
者
、
創
造
者
で
あ
れ
と
説
く
政
治
学
者
は
多

い
が
、
そ
の
歴
史

の
修
羅
場

に
自

ら
の
身
を
置

い
た
人
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
先
生
は
そ
の
稀
有
な
お

一
人
で
あ

っ
た
。
「戦
う
平
和
論
者
」
と
自
他
と
も
に
呼
ば
れ
る
所
以

で
あ

っ
た
。
誰
で
も
そ
の
よ
う
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
日
に
お
い
て
も
具
島
先
生
の
時
代
と
格
闘
さ
れ
た
批
判
的
精
神
な
ら
び

に
研
究

態
度
を
少
し
で
も
継
承
し
た

い
と
念
じ
て
い
る
。

(
い
し
か
わ

し
ょ
う
じ

・
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
、
九
州
大
学
政
治
研
究
会
会
長
)



具
島
兼
三
郎
九
州
大
学
名
誉
教
授

略
歴

・
業
績

〔
略
歴
〕

一
九
〇
五
年

一
一
月
五
日
、
福
岡
市
桶
屋
町

(現
上
呉
服
町
)

に
て
生

ま
れ
る
。
福
岡
県
立
福
岡
中
学
校
、
熊
本
の
第
五
高
等
学

校
を
経

て
、
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
入
学
。
二
八
年

に
同
学

部
卒
業
、
助
手
に
就
任
。
三

一
年
に
同
志
社
大
学
法
学
部
で
講
師
、

翌
三
二
年
か
ら
は
助
教
授
と
し
て
勤
務
。
し
か
し
三
七
年
、
国
民

精
神
文
化
研
究
所

へ
の
内
地
留
学
を
拒
み
辞
職
。
大
連

の
南
満
州

鉄
道
株
式
会
社

(調
査
部
)

へ
。
四
二
年
、
日
独
伊
三
国
軍
事
同

盟
の
有
害
無
益
を
説
き
、
関
東
軍
憲
兵
隊
に
拘
禁
さ
れ
る
。
四
五

年

一
月
、
保
釈
。
五
月
、
執
行
猶
予
判
決
。
終
戦
を
前

に
内
地

へ

帰
還
。
大
分
県
の
豊
後
高
田
に
疎
開
す
る
。

終
戦
後
ま
も
な
く
上
京
、
再
び
文
筆
活
動

へ
。
四
七
年
、
読
売

新
聞
社
論
説
委
員
。
法
政
大
学
講
師
、
九
州
大
学
非
常
勤
講
師
を

兼
任
。

四
八
年
、
九
州
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
。
五
二
年
、
法

学
博
士
号
取
得
。
五
五
年
、
五
九
年

の
二
度
、
九
州
大
学
法
学
部

長
、
六
五
年
、
九
州
大
学
産
業
労
働
研
究
所

長
。
六
九
年
三
月
退

官
、
名
誉
教
授
号
授
与
。
七
四
年
に
は
長
崎

大
学
学
長
、
八
〇
年

に
は
長
崎
総
合
科
学
大
学

・
長
崎
平
和
文
化
研

究
所
長
、
八
五
年

に
は
同
研
究
所
名
誉
所
長
と
な
る
。

ま
た
、
日
本
学
術
会
議
会
員
を
は
じ
め
日
本

国
際
政
治
学
会
、

日
本
政
治
学
会
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
の
理
事

な
ど
を
歴
任
。

一
方

で
、
戦
後
の
反
戦
・反
核
運
動
等
に
も
深
く
関
与
。
「大
衆
と
と
も

に
」
歩
む
。

二
〇
〇
四
年

一
一
月

一
二
日
、
永
眠
。
翌

月

一
八
日
の
九
州
大

学
で
の
追
悼
集
会

で
は
、
多
く
の
人
が
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

〔主
要
業
績
目
録
〕

1

著
書

・
『
フ
ァ
ツ
シ
ス
ト

國
家
論
』
千
倉
書
房
、

一
九
三
三
年
。

・
『フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
獨
裁

と
労
働
統
制

-

協

調
組
合
国
家

の
研



究
』
政
経
書
院
、

一
九
三
四
年
。

・
今
中
次
麿
氏
と
の
共
著

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
』
〈
唯
物
論
全
書
〉
三

笠
書
房
、

一
九
三
五
年
。

・
〔翻
訳
〕

エ
フ
・
エ
ル
マ
ー
ト

『
ナ
チ
ス
準
戦
時
國
家
体
制
』
千

倉
書
房
、

一
九
三
七
年
。

・
『
世
界
政
治
と
支
那
事
変
』
白
揚
社
、

一
九
四
〇
年
。

・
中
国
研
究
所
編

『中
日
職
争
と
國
際
情
勢
』
実
業
之
日
本
社

〈中

國
新
書
〉
、

一
九
四
八
年
。

・
『
ア
ジ
ア
の
変
貌
』
時
論
社
、

一
九
四
八
年
。

・
『
戦
う
平
和
論
者
』
大
雅
堂
、

一
九
四
八
年
。

・
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
岩
波
書
店

〈岩
波
新
書

青
版
二
〉、

一
九
四
九

年

。

・
『
イ
ン
ド
シ
ナ
の
民
族
革
命
』
〈潮
流
講
座
経
済
学
全
集

第
二

部

世
界
経
済
の
現
状
分
析
〉
潮
流
社
、

一
九
四
九
年
。

・
『
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
獨
裁

と
労
働
統
制

〔改
訂
版
〕』
大
雅
堂
、

一

九
四
九
年
。

・
『
中
國
と
ソ
連
ー

中
ソ
關
係
三
十
年
史
1
』
弘
文
堂
〈
ア
テ
ネ
文

庫

一
〇
九
〉
、

一
九
五
〇
年
。

・
『
激
変

す
る
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店

〈
岩
波
新
書

青
版

一
二
三
〉
、

一
九
五
三
年
。

・
『現
代

の
植

民
地
主
義
』
岩
波
書
店

〈
岩
波
新
書

青
版
二
=

七
〉、

一
九
五
八
年
。

・
G
U
D
Z
I
M
A
 
K
a
n
e
s
a
b
u
r
o
,
 
S
o
v
r
e
m
e
n
n
y
i
 
K
o
l
o
n
i
a
l
i
z
m
,

M
o
s
k
v
a
,
 
1
9
6
0
.

(
ロ
シ
ア
語
版

『現
代

の
植
民
地
主
義
』
モ
ス

ク
ワ
国
立
外
国
文
献
出
版
局
、

一
九
六
〇
年
。
)

・
『現
代

の
国
際
政
治
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
五
年
。

・
『
ア
ジ
ア
と
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
』
〈
現
代

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
講
座

第
三
巻
〉
宝
文
館
出
版
、

一
九
六
九
年

。

・
『反
安
保
の
論
理
-
七
〇
年
代
闘
争
の
視

点
1
』
三

一
書
房

〈三

一
新
書

六
七
八
〉、

一
九
六
九
年
。

・
『国
際
政
治
ー
国
際
情
勢
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
1
』

評
論
社

〈
評
論
社
の
教
養
叢
書

一
九
〉
、

一
九
七
〇
年
。

・
『東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
ー
戦
前

・戦
後

の
構
造
と
展
開
1
』
評

論
社

〈評
論
社
の
教
養
叢
書

二
四
〉
、

一
九
七

一
年
。

・
『現
代

の
フ
ァ
シ
ズ
ム

』
青
木
書
店

〈青
木
新
書

一
五
五
〉
、

一

九
七
二
年
。

・
『近
代
日
本
外
交
小
史
-

日
本
外
交

の
足
跡
と
展
望
1
』
評
論

社

〈評
論
社

の
教
養
叢
書

三

一
〉
、

一
九
七
二
年
。



・
『現
代
国
際
政
治
史
-
冷
戦
構
造
の
発
展
と
崩
壊
-
』
評
論
社

〈評
論
社
の
教
養
叢
書

三
四
〉
、

一
九
七
四
年
。

・
『幕

末
外
交
史
余
話
ー

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
照
ら
す
史
実

の
側

面

1
』
評
論
社

〈
評
論
社
の
教
養
叢
書

三
八
〉、

一
九
七
四
年
。

・
飯
島
宗

一
、
具
島
兼
三
郎
、
吉
野
源
三
郎
編

『核
廃
絶
か
破
滅

か
1

被
爆
三
〇
年
広
島
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
録
1
』
時
事
通

信
社

〈
市
民
の
学
術
双
書

一
五
〉、

一
九
七
六
年
。

・
『流

れ
の
底
に
真
実
は
光
る
ー
具
島
学
長
の

「昭
和
史
」
1
』
な

が
さ
き
放
送
セ
ミ
ナ
ー
、

一
九
七
七
年
。

・
『ど

ん
底

の
た
た
か
い
ー
わ
た
し
の
満
鉄
時
代
1
』
九
州
大
学

出
版
会
、

一
九
八
〇
年
。

・
〔随
筆
集
〕
『息
子
と
老
妻
』
な
が
さ
き
放
送
セ
ミ
ナ
ー
、

一
九

八
〇
年
。

・
『奔

流
ー

わ
た
し
の
歩

い
た
道
-
』
九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
八

一
年

。

・
『文
明

へ
の
脱
皮
-
明
治
初
期
日
本

の
寸
描
1
』
九
州
大
学
出

版
会

、

一
九
八
三
年
。

・
長
崎

総
合
科
学
大
学
平
和
文
化
研
究
所
編

『
ナ
ガ
サ
キ
ー

一
九

四
五
年
八
月
九
日
ー
』
岩
波
書
店

く岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書

七

九
〉
、

一
九
八
四
年
。

・
『全
面
核
戦
争
と
広
島
・長
崎
』
岩
波
書
店

〈岩
波
ブ

ッ
ク
レ
ッ

ト

三
五
〉
、

一
九
八
四
年
。

・
〔随
筆
集
〕
『
さ
つ
ま
芋
』
な
が
さ
き
放
送

セ
ミ
ナ
ー
、

一
九
八

六
年
。

・
今
中
次
麿
と
の
共
著

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

〔復
刻
版
〕』
久
山
社
、

一
九
九
〇
年
。

・
『近
世
日
本
外
交
史
』
黎
明
社
、
出
版
年
不

明

(九
州
大
学
法
学

部
図
書
室
蔵
)
。

Ⅱ

主
要
論
文

(論
説

・
書
評

・
翻
訳

・
紹
介

な
ど
)

・
「所
謂

『文
化
科
學
方
法
論
』
に
お
け
る
轡
導
概
念
の
問
題
-
特

に
政
治
學
、
法
律
學
及
び
法
理
學
の
問
題
に
關
聯
し
て
ー
」
『同

志
社
論
叢
』
第
三
五
号
、

一
九
三

一
年
。

・
「中
間
的
社
會
層

の
政
黛
學
説
」
『同
志
社
論

叢
』
第
三
六
号
、

一
九
三

一
年
。

・
〔翻
訳
〕
「伊
太
利
に
於
け
る
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
組
合
法

二

)」
『同

志
社
論
叢
』
第
三
七
号
、

一
九
三
二
年
。

・
〔翻
訳
〕
「
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
労
働
組
合
法
施

行
法
」
『同
志
社
論

叢
』
第
三
八
号
、

一
九
三
二
年
。



・
「
フ
ア
ツ
シ
ヨ
獨
裁

の
法
理
ー

ロ
ッ
コ
の
所
説
を
中
心
と
し
て

ー

」
『同
志
社
論
叢
』
第
三
九
号
、

一
九
三
二
年
。

・
「
伊
太
利

に
於
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
労
働
組
合
の
法
律
的
構
成
」

(
一
)

(二
)
『批
判
』
第
三
巻
第
四
i
五
号
、

一
九
三
二
年
。

・
「
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
労
働

裁
判
所
論
-
階
級
的
自
己
防
衛
の
禁
止

1

」
『批
判
』
第
三
巻
第
八
号
、

一
九
三
二
年
。

・
「
機
械
論
的

フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
論
を
嗤

ふ
1
篠
村
敏
氏
を
駁
す
ー
」

『批
判
』
第
三
巻
第

=

号
、

一
九
三
二
年
。

・
「
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
國
家

の
政
治
機
構

(上
)

(下
)
1
特
に
イ
タ

リ

ー
に
つ
い
て
ー
」
『社
会
政
策
時
報
』
一
五
八
-
九
号
、

一
九

三
三
年
。

・
「
フ
ア
ツ
シ
ヨ
獨
裁
下

の
團
艦
労
働
協
約
」
『同
志
社
論
叢
』
第

四
五
号
、

一
九
三
四
年
。

・
「
ダ

ヌ
ン
ッ
イ
オ
の
カ
ル
ナ

ロ
憲
法
と
フ

ア
ッ
シ
ス
ト
組
合
國

家
」
『國
家
學
會
雑
誌
』
第
四
八
巻
第

一
号
、

一
九
三
四
年
。

・
「
團
髄
協
約

に
於
け
る
二
個
の
獨
裁
」

『公
法
雑
誌
』
第

一
巻
第

三
号
、

一
九
三
五
年
。

・
「
國
家

・
國
民

・
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
」
『公
法
雑
誌
』
第

一
巻
第
七

号
、

一
九
三
五
年
。

・
「ナ
チ
ス
國
民
的
労
働
秩
序
論
」
『同
志
社
論
叢
』
第
四
八
号
、

一
九
三
五
年
。

・
「ナ
チ
ス
身
分
秩
序
の
構
造

(上
)
(下

)
ー

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
組

合
協
同
艦
國
家
と
の
比
較
研
究
1
」
『社
会
政
策
時
報
』
第

一
八

一
-

二
号
、

一
九
三
五
年
。

・
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
労
働
秩
序
論
ー

ナ
チ

ス
労
働
秩
序
と
の
比
較

研
究
1
」
『社
会
政
策
時
報
』

一
八
六
号
、

一
九
三
六
年
。

・
「國
家
総
動
員
」
『経
濟
學
僻
典

〔追
補
〕
岩
波
書
店
』、

一
九
三

六
年
。

・
「組
合
協
同
艦
國
家
の
改
造
」
『公
法
雑
誌
』
第
二
巻
第

一
号
、

一
九
三
六
年
。

・
「
英
國
に
於
け
る
組
合
協
同
艦
國
家
論
」

『公
法
雑
誌
』
第
二
巻

第
五
号
、

一
九
三
六
年
。

・
「
英
國
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
と
組
合
協
同
膣
國
家

(
一
)
(二
)」
『國

家
學
會
雑
誌
』
第
五
〇
巻
第
六
-
七
号
、

一
九
三
六
年
。

・
「
フ
ア
ビ
オ

・
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
其
他
」
『
公
法
雑
誌
』
第
二
巻
第

一
一
号
、

一
九
三
六
年
。

・
〔翻
訳
〕
「現
代
資
本
主
義
の
進
化
」
(デ
ヴ
イ
ス
『資
本
主
義
と

そ
の
文
化
』
(
一
))
『同
志
社
論
叢
』
第

五
二
号
、
一
九
三
六
年
。



・
〔翻
訳
〕
「
資
本
主
義
的
生
産
」
(デ
ヴ
イ
ス
『資
本
主
義
と
そ
の

文
化
』

(二
))
『同
志
社
論
叢
』
第
五
三
号
、

一
九
三
六
年
。

・
〔翻
訳
〕
「
金
融
と
銀
行
家
」
(デ
ヴ
イ
ス
『資
本
主
義
と
そ
の
文

化
』

(三
)
)
『同
志
社
論
叢
』
第
五
四
号
、

一
九
三
六
年
。

・
〔書

評
〕
「
小
野
清

一
郎
『法
理
學
的
普
遍
主
義
』
」
『法
律
時
報
』

第

八
巻
第
二
号
、

】
九
三
六
年
。

・
〔書

評
〕
「大
岩
誠

『最
近
の
協
調
組
合
主
義
思
潮
』
『法
律
時
報
』

第
八
巻
第
七
号
、

一
九
三
六
年
。

・
〔書

評
〕
「清
宮
四
郎

『指
導
者
國
家
と
権
力
分
立
』
」
『法
律
時

報
』
第
八
巻
第
九
号
、

一
九
三
六
年
。

・
〔書

評
〕
「南
原
繁

『プ
ラ
ト
ー
ン
復
興
と
現
代
國
家
哲
學
の
問

題
』
」

『法
律
時
報
』
第
八
巻
第

=

号
、

】
九
三
六
年
。

・
「
『ナ

チ
ス
労
働
法
』
に
つ
い
て
」
『公
法
雑
誌
』第
三
巻
第
三
号
、

一
九

三
七
年
。

・
〔翻
訳
〕
「
デ
ヴ
イ
ス

『資
本
主
義
と
そ
の
文
化
』

(四
)
ー
株
式

取
引
所
お
よ
び
投
資
信
託
1
」
『同
志
社
論
叢
』第
五
五
号
、

一

九
三
七
年
。

.
〔書
評
〕
「
長
濱
政
壽

『政
黛
と
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
獨
裁
』
」
『法
律

時
報
』
第
九
巻
第

一
号
、

一
九
三
七
年
。

・
「
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
治
下

に
お
け
る
選
學
制
度

の
変
遷
」
『法
律
時

報
』
第
九
巻
第
六
号
、

一
九
三
七
年
。

・
「
イ
タ
リ
ー
経
濟
最
近

の
動
向
」
『満
鉄
調

査
月
報
』
第

一
七
巻

第

=

号
、

一
九
三
七
年
。

・
「列
強
の
状
勢
と
我
が
大
陸
政
策
の
進
路
」

『改
造
』
七
月
号
、

】
九
三
八
年
。

・
「
ソ
聯
と
國
防
労
働
戦
線
」

『改
造
』
九
月
号
、

一
九
三
八
年
。

・
「最
近
の
英
ソ
關
係
」
『満
鉄
調
査
月
報
』
第

一
八
巻
第
二
号
、

一
九
三
八
年
。

・
「支
那
事
変

を
中
心
と
す
る
國
際
情
勢

の
変
遷
」
(
一
)
(
二
)
『満

鉄
調
査
月
報
』
第

一
八
巻
第
五
号
、
第

一
九
巻
第
三
号
、

一
九

三
八
-
九
年
。

・
「極
東
外
交
を
中
心
と
し
て
見
た
英
國
々
内

政
局
-
特
に
イ
ー

デ
ン
外
相
辮
職
後
の
政
情
に
就
て
ー
」
『満
鉄
調
査
月
報
』
第

一

八
巻
第

一
○
号
、

一
九
三
八
年
。

・
「英
國
の
外
交
と
國
内
政
局

(上
)
(下
)」

『満
洲
評
論
』
第

一

五
巻
第

一
五
号
-
第

一
六
号
、

一
九
三
八
年
。

・
「英
國
の
外
交
と
國
際
情
勢

(
一
)

(二
)

(三
)
(四
)」
『満
州

評
論
』
第

一
七
巻
第
三
-
六
号
、

一
九
三
九
年
。



・
「物
資
戦
略
と
外
交
政
策
-
特
に
我
國
を
中
心
と
し
て
ー
」
『満

鉄
調
査
月
報
』
第

一
九
巻
、

一
九
三
九
年
。

・
「東
亜

の
新
情
勢
と
ソ
連
邦
」
『改
造
』
三
月
号
、

一
九
四
〇
年
。

・
「物
資
戦
略
と
外
交
政
策

(補
遺
)
」
『満
鉄
調
査
月
報
』
第
二
〇

巻
第

一
号
、

一
九
四
〇
年
。

・
「欧
洲
戦
局
の
進
展
と
極
東
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
」
『中
央
公
論
』
第
六

三
四
号
、

一
九
四
〇
年
。

・
「世
界
変

局
と
ソ
聯
邦
」
『中
央
公
論
』
第
六
三
六
号
、

一
九
四

〇
年
。

・
「三
國
同
盟
と
日
ソ
関
係
」
『改
造
』
一
一
月
号
、

一
九
四
〇
年
。

・
「列
國
極
東
政
策

の
動
向
」
『支
那
経
済
年
報

(昭
和

一
五
年

版
)』
、

一
九
四
〇
年
。

・
「列
國
封
支
経
濟
援
助

の
研
究
」
『中
央
公
論
』
第
六
四

一
号
、

一
九
四

一
年
。

・
「
ソ
聯
極
東
政
策
の
現
段
階
」
『中
央
公
論
』
第
第
六
四
四
号
、

一
九
四

一
年
。

・
「侵
略
戦
争

の
主
體

日
本
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
特
質
」
『言
論
』
創

刊
号
、

一
九
四
六
年
。

・
「
國
際
聯
合
と
米
英
ソ
外
交
」
『世
界
評
論
』
四
月
号
、

一
九
四

六
年
。

・
「中
國
統

一
と
米
ソ
關
係
」
『世
界
評
論
』
五
月
号
、

一
九
四
六

年
。

・
「中
國
統

一
問
題
と
ア
メ
リ
カ
」
『言
論
』
三
月
号
、

一
九
四
六

年
。

・
「終
戦
後
に
お
け
る
ソ
聯
世
界
政
策

の
基
調
」
『時
論
』
第

一
巻

第
六
号
、

一
九
四
六
年
。

・
「國
民
政
府

の
危
機
と
そ
の
強
化
」

『世
界
』
第
二
三
号
、

一
九

四
七
年
。

・
「イ
ン
ド
の
独
立
と
國
内
政
局
」
『青
年
文
化
』
第

二
巻
第

一
二

号
、

一
九
四
六
年
。

・
「中
國
内
戦

の
新
展
開
」
『時
論
』
第
二
巻
第
八
号
、

一
九
四
七

年
。

・
「
イ
タ
リ
ア
と
中
國
」
『中
央
公
論
』
第

七

一
二
号
、

一
九
四
八

年
。

・
「
み
ん
な
し
て
平
和
を
守
ろ
う
」
『青
年

文
化
』
第
三
巻
第
六
号
、

一
九
四
八
年
。

・
「
軍
服
-
平
和
主
義
者
の
手
記
1
」
『青
年
文
化
』
第
三
巻
第
七

号
、

一
九
四
八
年
。



・
「ア
ジ
ア
は
何
故
変

っ
た
か
」
『世
界
』
第
三
四
号
、

一
九
四
八

年
。

・
「反
戦
論
者

の
手
記
-
検
察
官

の
あ
た
ま
ー
」
『わ
れ
ら

の
世

界
』

第
三
巻
第

一
号
、

一
九
四
八
年
。

・
「東
京
裁
判
の
歴
史
的
意
義
」
『歴
史
評
論
』
第
三
巻
第
六
号
、

一
九
四
八
年
。

・
「中
國
革
命

の
影
響
」
『時
論
』
第
四
巻
第
三
号
、

一
九
四
九
年
。

・
「東
南
ア
ジ
ア
の
波
紋
」
『中
央
公
論
』
第
七
二
二
号
、

一
九
四

九
年

。

・
「中
國
革
命

に
お
け
る
戦
略
戦
術

の
議
展
」
『政
治
學
研
究
第
三

集
』

実
業
之
日
本
社
、

一
九
四
九
年
。

・
「新
中
國
と
ソ
連
」
「資
本
主
義
の
中
國
侵
入
史
」
『現
代
中
國
僻

典
』
、

一
九
五
〇
年
。

・
「中

日
戦
争
時
代
の
中

ソ
關
係
」
『法
政
研
究
』
第

一
七
巻
合
併

号
、

一
九
五
〇
年
。

・
「
『戦

後
の
ア
ジ
ア
』
研
究
序
説
」
『法
政
研
究
』
第

一
八
巻
第

二

号
、

一
九
五
〇
年
。

・
「中

ソ
同
盟
論
」
『法
學
志
林
』
第
四
八
巻
第

一
号
、

一
九
五
〇

年
。

・
「
ビ
ル
マ
濁
立
論

(上
)
(中
)
(下
)
1

太
平
洋
戦
争

に
よ
る
ビ

ル
マ
の
政
治
的
変
化

に
つ
い
て
ー
」
『法
政
研
究
』第

一
九
巻
第

ニ
ー

四
号
、

一
九
五

一
-

二
年
。

・
「
人
民
民
主
主
義
」
『近
代
社
會

の
構
造
と
危
機
』
〈社
會
科
學
講

座

第
五
巻
〉
弘
文
堂
、

一
九
五

一
年
。

・
「植
民
地
管
理
方
式
の
史
的
護
展
」
『法
律
時

報
』
第

二
四
巻
第

七
号
、

一
九
五
二
年
。

・
「條
約
改
正
と
初
期
議
會
」
『近
代
篇

(
二
)
』
〈
日
本
歴
史
講
座

第
六
巻
〉
河
出
書
房
、

一
九
五
三
年
。

・
「民
族
運
動
に
封
す
る
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
指
導

の
限
界
ー
ア
ジ
ア

の
植
民
地
お
よ
び
半
植
民
地
を
中
心
と
し

て
ー
」
『法
政
研
究
』

第
二
〇
巻
第
二
ー
四
合
併
号
、

一
九
五
三
年
。

・
「イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
治
組
織
」
「民
族
問
題
」
「中
国

共
産
党
」
「中
日
戦
争
」
「組
合
国
家
」
「
ム

ッ
ソ
リ
ー
ニ
」

「
軍

事
基
地
」
『政
治
學
事
典
』
平
凡
社
、

一
九

五
四
年
。

・
「従
属
国
家

の
本
質
と
形
態
」
『現
代
日
本
国
家

の
構
造
』
〈政
治

経
済
基
礎
講
座

第
三
巻
〉
岩
崎
書
店
、

一
九
五
四
年
。

・
「中
国

に
お
け
る
日
米
争
覇
戦
-
第

一
次
世
界
大
戦
か
ら
ワ
シ

ン
ト
ン
会
議
ま
で
ー
」
『法
政
研
究
』
第
二

二
巻
第

一
号
、

一
九



五

四
年
。

・
「原
子
力
と
米
ソ
両
国
の
立
場
」
『法
政
研
究
』
第

二
二
巻
第
二

ー

四
合
併
号
、

一
九
五
五
年
。

・
「植
民
地
解
放
運
動
-
戦
略
戦
術
の
発
展
を
中
心
と
し
て
ー
」

「
原
子
力
と
政
治
-
原
子
力

の
平
和
的
利
用

の
問
題
を
中
心

と
し
て
ー
」
『政
治
史

(下
)』
〈政
治
学
講
座

第
六
巻
〉
理
論

社
、

一
九
五
五
年
。

・
「隷
従

へ
の
反
抗
-
朝
鮮
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
の
闘

い
ー
」
『世
界

の

社
会
主
義
』
〈社
会
主
義
講
座

第
六
巻
〉
河
出
書
房
、

一
九
五

六
年
。

・
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
主
義

の
後
退
」
『産
業
労
働
研
究
所

報

』
第

一
四
号
、

一
九
五
七
年
。

・
「ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
変
遷
」
『政
治
研
究
』
第
五
号
、

一
九
五
七
年
。

・
「安
保
条
約
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『展
望
』

(九
州
大
学
学
友
会
)

創

刊
号
、

一
九
五
七
年
。

・
「南

ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
米
佛
勢
力
の
交
代
」
『法
政
研
究
』

第

二
四
巻
第

一
号
、

一
九
五
七
年
。

・
〔紹
介
〕
「植
民
地
主
義

に
関
す
る
二
つ
の
文
献
」
『法
政
研
究
』

第
二
四
巻
第
三
号
、

一
九
五
七
年
。

・
「
墓
穴
を
掘

っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
イ

ン
ド
シ
ナ
統
治
」
『法
と
政
治

の
研
究
ー
九
大
法
学
部
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
1
』
有
斐
閣
、

一
九
五
七
年
。

・
「植
民
地
主
義

の
前
進
を
阻
む
諸
条
件
」
『政
治
研
究
』第
六
号
、

一
九
五
八
年
。

・
「
ブ
ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義

の
腐
蝕
過
程
」
『小
岩
井
浄
氏
記
念
論

文
集
』、

一
九
五
八
年
。

・
「
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
の
敗
退
」
『展
望

』
(九
州
大
学
学
友

会
)
第
三
号
、

一
九
五
八
年
。

・
「国
際
政
治

に
お
け
る
大
衆
の
登
場
」
『法

政
研
究
』
第
二
五
巻

第
二
-
四
合
併
号
、

一
九
五
九
年
。

・
「
原
子
力
と
戦
争
と
平
和
」
『国
際
政
治
』
、

一
九
五
八
年
。

・
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
紛
争
」
『国
際
政
治
』
、
一
九
五
八

年
。

・
「科
学
技
術

の
進
歩
と
国
際
政
治
」
『法
政

研
究
』
第

二
六
巻
第

三
号
、

一
九
六
〇
年
。

・
「
独
仏
提
携

の
経
済
的
背
景
」
『法
政
研

究
』
第
二
七
巻
第
二

ー

四
合
併
号
、

一
九
六

一
年
。



・
「
日
中

関
係
と
国
際
情
勢
」
『国
際
政
治
』
、

一
九
六

一
年
。

・
「
ユ
ー
ラ
フ
リ
カ
計
画
と
集
団
的
植
民
地
主
義
」
『法
政
研
究
』

第
二

八
巻
第
二
号
、

一
九
六
二
年
。

・
「平

和
共
存
理
論
に
お
け
る
中
ソ
の
対
立
」
『法
政
研
究
』
第
三

〇
巻
第
三
号
、

一
九
六
三
年
。

・
「新

植
民
地
主
義

の
諸
形
態
」
『産
業
労
働
研
究
所
報
』
第
二
八
・

二
九
号
、

一
九
六
三
年
。

・
「ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
冷
戦
政
策
の
変
遷
」
『法
政
研
究
』
第
二

九
巻

一
-

三
合
併
号
、

一
九
六
三
年
。

・
「社
会
主
義
諸
国
の
後
進
国
援
助

」
『産
業
労
働
研
究
所
報
』
第

三
二
号
、

一
九
六
四
年
。

・
「国
連
の
過
去
と
現
在
」
『法
政
研
究
』
第
三

一
巻
第
二
号
、

一

九
六
四
年
。

・
「軍
縮
交
渉

に
お
け
る
問
題
点
の
推
移
」
『政
治
研
究
』
第

一
三

号
、

一
九
六
五
年
。

・
「イ

ン
ド
シ
ナ
戦
争

の
終
結

(上
)
」
『産
業
労
働
研
究
所
報
』
第

三
七
号
、

一
九
六
六
年
。

・
「中
共
外
交
の
背
景
」
『歴
史
教
育
』
第

一
四
巻
第
二
号
、

一
九

六
六
年
。

・
「社
会
主
義
社
会

の
階
級
斗
争

-

中
国

に
お
け
る
新
理
論

の

形
成
-
」
『法
政
研
究
』
第
三
四
巻
第
三
号
、

一
九
六
八
年
。

・
「外
授
篇
」
〈支
那
抗
戦
力
調
査
委
員
会

昭
和
十
四
年
度
総
括

資
料

(五
)
〔第
十
分
冊
分
〕
〉
満
鉄
調
査
部
編

『支
那
抗
戦
力

調
査
報
告

〔復
刻
版
〕』
三

一
書
房
、

一
九
七
〇
年
。

・
「核
時
代

の
権
力
政
治
-
戦
争
と
平
和

の
問
題
を
中
心
と
し
て

ー
」
『政
治
研
究
』
第

一
七
号
、

一
九
六
九
年
。

・
「中
国
文
化
大
革
命

へ
の
道

(
一
)

(二
)

(三
)」
『法
政
研
究
』

第
三
五
巻
第
五
-
六
号
、
第
三
六
巻
第

一
号
、

一
九
六
九
ー

七

〇
年
。

・
「
現
代
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
質
」
『現
代
と
思
想

』
第
五
号
、

一
九

七

一
年
。

・
「
林
彪
の
失
脚
と
今
日
の
中
国
」
『日
中
文
化

協

ニ
ュ
ー
ス
』
増

刊
号
、

一
九
七
二
年
。

・
「日
中
戦
争
と
イ
ギ
リ
ス
」
『国
際
政
治
』
第
七
〇
号
、

一
九
七

二
年
。

・
「核
時
代
の

『力
の
政
治
』
」
『戦
争
と
政
治

』
〈戦
争
と
平
和

シ

リ
ー
ズ
二
〉
雄
渾
社
、

一
九
六
八
年
。

・
「日
本
は
再
び
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
す
る
か
」
『
経
濟
評
論
』
第
二
一二



巻

第
三
号
、

一
九
七
四
年
。

・
「

九
三
〇
年
代
と
わ
た
し
」
『
一
九
三
〇
年
代
危
機
の
国
際
比

較

』
法
律
文
化
社
、

一
九
八
六
年
。

・
「平
和

へ
の
構
築
を
妨
げ
る
も
の
」
『平
和
文
化
研
究
』
第
四
集
、

一
九
八

一
年
。

・
「緊
張

の
緩
和

へ
の
道
ー

C

・
オ
ス
グ

ッ
ト
理
論
の
今
日
的
意

味
ー
」
「核
兵
器
に
よ
る
平
和
は
可
能
か
-
核
抑
止
力
批
判
1
」

『平
和
文
化
研
究
』
第
五
集
、

一
九
八
二
年
。

・
「非
核
三
原
則
と
事
前
協
議
」
『平
和
文
化
研
究
』
第
六
集
、

一

九

八
三
年
。

・
「全
面
核
戦
争
の
危
機
と
日
本
」
『平
和
文
化
研
究
』
第
七
集
、

一
九
八
四
年
。

・
「S
D
I
を
考
え
る
」

『平
和
文
化
研
究
』
第
八
集
、

一
九
八
五

年
。

・
「激
動

の
八
十
年
-
傘
寿
記
念
講
演
記
録
1
」
『平
和
文
化
研

究
』
第
九
集
、

一
九
八
六
年
。

・
「軍
事
大
国
化
路
線

へ
の
道
-
経
済
大
国
化
路
線

の
終
焉
1
」

『平
和
文
化
研
究
』
第

一
一
集
、

一
九
八
七
年
。

・
「国
家
秘
密
法
修
正
法
案
の
問
題
点
」
『平
和
文
化
研
究
』
第

一

二
集
、

一
九
八
八
年
。

・
「
『昭
和
の
天
皇
制
』
に
つ
い
て
」
『平
和
文
化
研
究
』第
一
二

集
、

一
九
八
九
年
。

・
「東
欧
の
変
貌
と
ソ
連
」
『平
和
文
化
研

究
』
第

一
三
集
、

一
九

九
〇
年
。

・
「櫻
井
君
と
岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書
『
ナ
ガ
サ
キ
』
」
『平
和
文
化
研

究
』
第

一
四
週
、

一
九
九

一
年
。

・
「新
連
邦
条
約
か
ら
ソ
連

の
解
体
ま
で
」

『平
和
文
化
研
究
』
第

一
五
集
、

一
九
九
二
年
。

【編
集
委
員
会
注
】

目
録
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
特
に
次

の
文
献
を
参
照
し
ま
し
た
。

・
『反
戦

・
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
五
十
年
』九

州
法
学
会
、

一
九
七
六

年
。

・
『具
島
兼
三
郎
先
生
・米
寿
記
念

年
譜
業
績
目
録
』
長
崎
総
合

科
学
大
学

・
長
崎
平
和
文
化
研
究
所
、

一
九
九
二
年
。

・
「具
島
兼
三
郎
教
授
の
著
書
お
よ
び
主
要
論
文
目
録
」
『法
政
研

究
』
第
三
二
巻
第

二
-
六
合
併
号

(下
巻
)、

一
九
六
六
年
。


